
















SPD の前連邦司法相 Heiko Maasが、外相になったことから、新連邦司法相と
なったものである。
2019年6月27日にも、連邦司法大臣の交代があった。比較的短期間で交代し
1）　 BMJV, 2018.4.13  Katarina Barley anlässlich des 70. Jubiläums des Deutschen 
Juristinnenbund e.V. ,,Der Fortschritt ist auch im Recht oft weiblich“. 
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Lambrecht は、戦後、5 人目の女性連邦司法相となった （6 代。順に、第16、 
18、 19、 20、 22、 23代の連邦司法相である）。在任期間が長いことから、1992年
から2019年までの27年のうち、およそ20年は女性の連邦司法相だったことにな
る（後述Ⅴ参照）。
16  Sabine Leutheusser-Schnarrenberger　1992.5.18-1996.1.17　   FDP　○4 年
17  Edzard Schmidt-Jortzig　　　　 　　  1996.1.17-1998.10.26 　FDP 
18  Herta Däubler-Gmelin　　　　　　　  1998.10.27-2002.10.22　SPD　○4 年
19  Brigitte Zypries　　　　　　　　　　 2002.10.22-2009.10.28　SPD　○7 年
20  Sabine Leutheusser-Schnarrenberger　2009.10.28-2013.12.17　FDP　再任○4 年
21  Heiko Maas　　　　　　　　 　　　   2013.12.17-2018.3.14　 SPD 
22  Katarina Barley　　　　　　　　 　　2018.3.14-2019.6.27　   SPD　○1 年
23  Christine Lambrecht　　　　　 　　　2019.6.27-　　　　　 SPD　○新任
戦前の日本の大審院が司法省の監督をうけたように、大陸型の司法では、司




（Margarete Berent, Marie Munk, Margarete Muehsam など）。17人の女性法律家が、
法律学の勉学や職業のために戦いながら、じきにそれを失ったことが述べられてい
る。 連 邦 司 法 相 の Christine Lambrechtに よ る 言 及 も あ る。BMJV, Christine 
Lambrecht bei der Eröff nung der Ausstellung,, Jüdische Juristinnen und Juristinnen 

























































Deutscher Juristinnenbund （hrsg.）, Juristinnen in Deutschland, Die Zeit von 1900 
bis 2003 （Schriftenreihe Deutscher Juristinnenbund）, 2003, S.13. （以下、DJB ①で引
用する）。
Röwekamp, Juristinnen : Lexikon zu Leben und Werk [hrsg. vom Deutschen 
Juristinnenbund e.V.] 2005. （以下、 Röwekamp ① Lebenで引用する）。 
Röwekamp, Die ersten deutschen Juristinnen, Eine Geschichte ihrer 





































⒞　レヴァルト （Fanny Lewald, 1811.3.24-1889.8.5） 
彼女は、1811年に、ケーニヒスベルクでユダヤ系の商人の家系に生まれた。
20歳の時に、父の同意をえて、プロテスタントに改宗した。進歩的な文学、た
とえば、George Sand や L.Börne、R.Varnhagen などの著作を好み、政治的な
文筆家や、当時の著名な女性とも親しくした （B.v.Arnim, F.Hensel, H.Herz）。
































⒝　ケッター （Hedwig Johann, geb.Reder Ketter （Gotthard Kurlandのペ
ンネームがある）, 1851.9.19-1937.1.5）
彼女は、1851年に、Harburg  （ハンブルク・ハールブルクは、現在ではハン



















Was wird aus unseren Töchtern? 1889.
Was ist Frauenemanzipation? 1890. 






ら れ た の で あ る。1906年 に は、 哲 学 博 士 と な っ た （Die Ursachen der 














9）　DJB ①, S.179.　次の（c） サロモンについては、Sachße, Christoph, Salomon, Alice, 
NDB 22 （2005）, S.389ff .
78 獨協法学第113号（2020年12月）
400― ―
中部と北ドイツでは遅れて、ザクセンで 1906 年、チューリンゲンで 1907 年、
ヘッセンとプロイセンでは 1908 年、メクレンブルクでは、1909年であった10）。 
⒝　当初は、女子学生は、たんなる聴講生の扱いであった。1903年の女子
聴講生は、法学部では、全国各大学の合計で 12 人のみである （全学部の合計
で930 人）。内訳は、ベルリン大学で 2人、ボン大学で 1人、フライブルク大学















































学を学び、1891年に学位をえた。Anita Augspurg と Frieda Duensingは、
1897/98 と1902/03 年に、学位をえた。Rosa Luxemburgも、1897年に、国民
経済学で学位をえた。
その他の外国では、学位以外に法律職につくことも可能であった。フランス
では、すでに 1900 年に弁護士職につくことが可能となり、ノルウェーでも 
1904 年から、女性の弁護士への就任が認められた。オランダでは、1909年に、







である。しかし、彼女にやや遅れて （生年で、わずかに8 年） 、クラマーは、
1900年に、チューリヒで弁護士となった （後述）。











































これは、ファシズムの教育政策を反映しており （ムッソリーニ政権は 1922 年
10月に成立） 、ドイツの 1930 年代の逆行を先取りするものである。
いずれの国でも、第二次世界大戦前は、学生の25％程度が女子比率の最高で
あり、多くは、10％から20％の間にとどまったのである14）。
⒜　ラシュケ （Marie Raschke, 1850.1.29-1935.3.15） 





（Centralstelle für Rechtsschutz） を設立した。1908年に、「女性銀行」の監査
役会会長となり、1918年に、「女性法律家連盟」（Juristinnenbundes） の創設メ
ンバーとなった。「大衆のための法律誌」（Zeitschrift für populäre Rechtskunde）
を発刊し、「女性基金」（Frauenkapital） 誌の主筆もした。1935年に、ベルリ
ンで亡くなった15）。
⒝　ケンピン・シュプリ （Emily Kempin-Spyri, 1853.3.18-1901.4.12）
シュプリは、1853年に、St.Gallen で生まれた。スイスで、1884年に、チュー
リヒ大学法学部で、最初の女性法律学生となり、1887年に、学位もえた （Die 
Haftung des Verkäufers einer fremden Sache）。しかし、スイス法上、女性は
「能動的市民」（Aktivbürger） ではないとして、連邦裁判所まで争ったが、弁
14）　Rüegg, Geschichte der Universität in Europa, III （Vom 19.Jh, zum Zweiten 
Weltkrieg, 1800-1945, 2004, S.210f. スイスの女性法律家については、Juristinnen in 
der Schweiz: anders!, 2014.











における妻」（Die Ehefrau im künftigen Privatrecht der Schweiz, 1894）があ
る16）。
⒞　アウグスプルク （Anita Johanna Theodora Sophie Augspurg, 1857.9.22-
1943.12.20
彼女は、1857年に、Verden （an der Aller） で生まれた （ニーダーザクセン
北部）。チューリヒ大学で法律学を学び、1903年に、女性参政権のための連盟
を創設した。1915年に、ハーグの国際女性会議の発起人、1919年から33年、雑
誌 Die Frau im Staatを編集した。1933年に、チューリヒに亡命。1943年に、
チューリヒで亡くなった17）。　　
Die ethische Seite der Frauenfrage, 1894. 
Rechtspolitische Schriften （hrsg. v. Henke Christiane）, 2013. 










17）　Streitbare Juristen 1988, 92 （Gerhard Ute）; Röwekamp ① Leben, S.20.
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Zur Geschichte der Handels- und Gewerbefrau, 1894.
Nebengesetze zum schweizerischen Obligationenrecht, 1898. 
Über die Rechtsstellung der Frau im Vorentwurf zum Schweizer 
Civilgesetzbuch, 1901. 









栽培の研究をした。弁護士実務を再開してから、ミュンヘンで Wuesthoff  und 
Wuesthoff というドイツで最大の事務所となった。広島と長崎への原爆投下へ
の印象から、核兵器に反対し、平和の環 （Friedenskreis）を設立し、核兵器反




⒡　ルックストゥール・タルメッシンガー （Lotti Ruckstuhl-Thalmessinger, 
1901.5.2-1988.6.8） 
彼女は、1901年に、ドイツ南部のウルムで生まれた。チューリヒで法律学を
学び、1930年に、学位をえた。学識女性の連盟 （Verband der Akademikerinnen）
に加わり、女性運動に入った。1933年に、弁護士となり、「スイス・カトリッ
ク女性連盟」に入り、1948年に、その法律部会を作った。女性の平等と市民的
な 教 育 を 重 視 し、1957年 に、St.Gallen の 女 性 の 選 挙 権 の た め の 協 会 
（Vereinigung für Frauenstimmrecht） の会長。1960年から68年、「女性選挙
権のためのスイス連盟」（Schweizer Verbandes für das Frauenstimmrecht）
の会長。1964年から、「国際女性同盟」（International Alliance of Women） の
理事長。「スイスの女性－カメレオン」（1976 年） 、「女性は鎖を飛び出す」（1986 
年） などの著作がある。1988年に、スイスの St.Gallenで亡くなった20）。
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ⅰ　マリアンネ・ウェーバー （Marianne Weber, 1870.8.2-1954.3.12） 
彼女は、1870年に、Oerlinghause （bei Beilefeld）で生まれた。父は、医師
であった。1892年に、製図を学ぶために、ベルリンに越したが、社会学者のマッ
クス・ウェーバー （Max Weber, 1864-1920） と結婚し、勉学をやめた。夫とと
もに、フライブルグ （ブライスガウ） 、ついで、ハイデルベルクに移った。
1896年に、哲学と国民経済学の勉学を始め、現代社会における女性の地位の研
究 を 始 め た。1907年 に、 法 史 的 な 研 究 Ehefrau und Mutter in der 
Rechtsentwicklungを公刊した。1898年から、女権運動を始め、女性教育協会
のハイデルベルク支部の長となった。雑誌 Rechtsschutz für Frauenの共同編
者となった。1919年に、G.Bäumerの後継として、ドイツ女性協会連盟 （Bundes 






Die Idee der Ehe und der Ehescheidung, 1929.
Erfülltes Leben, 1948.
Die Frauen und die Liebe, 1950. 
ⅱ　カーミラ・イェリネック （Camilla Jellinek, geb.Wertheim, 1860.9.24-
1940.10.5）は、女権運動家であり、夫は、著名なユダヤ系の国法学者の G. イェ


















ⅳ　マルグリーテ・ヴォルフ （Marguerite Wolff, 1883.12.10-1964, geb.
Jolowicz）
彼女の父 Hermann Jolowicz は、1849年に、ポーゼンの Pleschen で生まれ
たドイツ系のユダヤ人であった。父は、イギリスの国籍を取得しており、定期
的にドイツに旅行する絹取引の商人であった。マルグリーテはロンドンで生ま





29）　Röwekamp,① Leben, S.436.ローマ法学者の Herbert Felix Jolowicz  （1890-1954）
は、その姻戚である。Vgl.Jolowicz, Historical Introduction to the Study of Roman 
Law, 1932 （1961）, p.303 （note 6 a）.（Barry Nicholasによる3 版がある。2008年）。ち
なみに、売買における危険負担では、いわゆる「現物売買説」をとり、同説は、ロー
マ 法 学 者 に 支 持 者 が 多 い （Seckel und Levy, Die Gefahrtragung beim Kauf im 
klassischen römischen Recht, SZ （Röm.） 47 （1927）, 117 ; Haymann, Periculum est 
emptoris, SZ （Röm.） 41 （1920）, 44 など）。　
ほかに、法学者のチーテルマン（Ernst Otto Konrad Zitelmann, 1852.8.7-1923.11.28）
の 姉、 Katharina Zitelmann（1844.12.26-1926.2.4,　ペ ン ネ ー ム と し て Katharina 
Rinhart）は、文筆家であり、遠隔地にも旅行し、1889年からエジプト、インド、中国、
日本、アメリカにいき、印象記を書いている。法律家ではないが、日本にもきて、
















1916.  Fränkel, Zitelmann, Otto Konrad, ADB 45 （1900）, 361. 拙稿・一橋法学14巻1 
号39頁参照。明治の比較的早い時期に日本に来た外国人女性では、イサベラ・バー
ド （Bird, Isabella Lucy, 1831-1904） が著名である。イサベラ・バード・日本奥地紀行 























おおむね1932年まで変わらない （55.9％、 23.9％、 15.9％）。しかし、ナチスの













は、74.6％, 7.3 ％, 18.1％で、ユダヤ教はカトリックよりも多数を占めていた。
1926/2年では、59.1％, 33.0％, 7.9 ％である。ナチス政権の直前の1932/33 年




















に、医学部でも、ギムナジウムが115 人、RG, ORS は、10人ずつであるが、









1916/17 年の1 人が最初である。ちなみに、哲学部では、1909/10 年の1 人が
最初である。
1921年になると、法学部でも、ギムナジウムの卒業生は1 人だけで、35人は 
RG で、1 人のORS の卒業生がいるだけである。医学部でも、ギムナジウムの
卒業生はなく、31人がRG, 3 人がORS の卒業生である。哲学部では、それぞ







































ら7 人の女子学生がきており、東プロイセンからも1 人が、ザクセンから3 人、
シュレスヴィッヒからは1 人、ハノーバーからも1 人、ラインラントから2 人、
リューベックから1 人であった。1921/22 年の冬学期には、キール大学に、プ



































11.5％はボン、9.2 ％はフライブルク、7.3 ％はミュンヘン、6.0 ％はハイデル
ベルク、4.1 ％はハンブルク、3.9 ％はエルランゲン、3.0 ％はヴュルツブルク、
キール、チュービンゲン、2.8 ％はマールブルクとイエナ、2.6 ％はミュンス















41）　前述のスイスの Emily Kempin-Spyri も、多少女性運動には影響を与えている。
42）　BGBに対しては、著名なギールケやメンガーの反対意見のほか、女性活動家やド
イツ語表現に関する言語学的な批判があった（ラテン語概念の翻訳、ドイツ語化）。
BGB 制定時の女権活動家の意見については、Hattenhauer, Das BGB in der Zeitung, 
Fests.f.Hadding, 2004, S.57ff . とくに、S.64ff . 
メンガーは、ドイツ民法典草案における既婚女子の雇用関係についても批判して
いる（XLVI）。A.Menger, Das Bürgerliche Recht und die besitzlosen Volksklassen, 













まつこととなった （後述のワイマール憲法109 条2 項）。女性官吏に対する差別


























































































に、女性の参政権が認められた （RGBl.1918 S.1303）。1919年8 月11日の憲法 （ワ




















































裁判官職の、女性への解放に反対した （DRiZ 1921, 196ff ）。ドイツ弁護士会も
同様の立場であった（45対22）51）。
⒝　Marie Juchacz （geb.Gohlke, 1879.3.15-1956.1.28）は、1879年に、Warthe
近郊のランズベルクで生まれた。社会活動家、女権運動家である。小学校を出
たあと女中や労働者、看護人、仕立屋などをし、仕立屋の夫と離婚した。SPD 
に参加し、のちの大統領 Friedrich Ebertの秘書となった。女性雑誌の Die 
Gleichheit の編集もした。1919年に、労働者の社会福祉協会 （AWO = 
Arberiterwohlfahrt） を創設し、指導した。1921年に、ドイツ社会福祉協会 （DV 


























目であった。以下、Elisabeth Kohnが 1928 年、 Christine Schwarzmeyerが 























⒝　コーン （Elisabeth Kohn, 1902.2.11-1941.11.?）
コーンは、1902年に、ミュンヘンで、ユダヤ系の家系に生まれた。ミュンヘ
ン大学で、法律学、哲学、心理学を学び、1924年に、学位をえた （Meinongs 
Wertlehre in der Entwicklung, 1924）。1925年に、第一次国家試験、1928年に、
第二次国家試験に合格。ミュンヘンで弁護士となった （Dr. Max Hirschberg, 
Dr. Philipp Löwenfeld の事務所。1933年8 月5 日に弁護士職の禁止をうけた。
1941年に、リガの強制収容所に収用された。同年11月に、強制収容所で亡くなっ
た54）。




試 験 に 合 格 し、1914年 に、 学 位 を え た （Die Zugewinstgemeinschaft der 





53）　Röwekamp ① Leben, S.282 ; Ramge Thomas, Die Kandidatin （in） Anwaltsblatt 
2010, 315f. M.オットーについては、【体系と変動】438 頁。

























55）　Röwekamp ① Leben, 36 ; Göppinger, a.a.O., S. 268 ; Lexikon, S.46f.; Streitbare 
Juristinnen, S.73. べーレントについては、BMJ, Rede der Bundesministerin der 
Justiz und für Verbraucherschutz Christine Lambrecht bei der Eröffnung der 










































1931年 32年 33年 34年
 2 5 4 2
（Röwekamp②, S.451.）






ク大学で学位をえた （Die widerrechtliche Drohung des § 123 BGB in ihrem 
Verhältnis zu Erpressung und Nötigung, 1911）。プロイセンで最初の女性の法
学の学位であった。 Ernst Zitelmannの下で、無給の助手。1914年から、第一
次世界大戦の間、ドイツ赤十字で活動。ベルリンの社会局、「女性局」（Nationaler 










イツ有職女性協会」（Deutscher Verein berufstätiger Frauen） の会長。家族法
に関する多数の論文がある。
Recht und Rechtsverfolgung im Familienrecht, 1929.












ⅲ　コフカ （Elsa Koffka, 1901.6.22-1994.2.18） 　　　　
コフカは、1901年に、プロイセンのポーゼン（Wronke）で生まれた。父は、
法律家であった （Otto Koff ka, 1906 年に、ベルリンでラント裁判所の所長）。
母は、Carla であった。1920年から、ベルリン大学とチュービンゲン大学 （1 
学期のみ） で法律学を学び、1924年に、第一次国家試験に合格し、1925年に、
学位をえた （Zur Lehre vom Urheberrecht am Film, 1925）。師は、ユダヤ系
法学者の Martin Wolff  であった。ベルリン大学法学部で学位をえた最初の女
性であった。教授の Eduard Kohlrausch, James Goldschmidt, W. H. Karl Klee
などの下で、助手となった。ドイツの大学で助手となった最初の女性でもあっ
た。1928年に、第二次国家試験に合格。ハビリタチオンを取得するために、ロ
61）　Röwekamp ① Leben, S.275 ; Lexikon, S.253 ; Streitbare Juristinnen, S.73.























Strafsenat, Villa Sack, Leipzig）。
1921年 か ら36年 の ド イ ツ 学 識 女 性 連 盟 （Deutscher Akademischer 
Frauenbund）の会員、ドイツ女性法律家協会 （Deutscher Juristinnen-Verein） 
の会員、戦後は、ドイツ法律家連盟 （Deutscher Juristinnenbundes, 1961 年か
ら） 、ドイツ女性連盟 （Deutscher Frauenbund） などの会員である63）。
以下の共著書がある。
Kommentar zum Luftverkehrsgesetz und Warschauer Abkommen. （1. 
63）　Röwekamp ① Leben, S.187.
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Abkommen zur Vereinheitlichung des Luftprivatrechts） nebst den 
wichtigsten Nebenbestimmungen, 1937.（Georg Bodensteinと共著） 
Neue Rechtskartei für Berlin und Brandenburg. （Enthält sämtliche 
Rechtsvorschriften der Alliierten, des Magistrats Berlin und der 
Provinzialverwaltung Brandenburg）, 1946. （Eduard Kohlrausch と共編） 
Empfiehlt es sich, dass der Gesetzgeber die Fragen der ärztlichen 
Aufklärungspflicht regelt? （Referat sowie Diskussionsbeiträge und 
Beschluss）,  1964. （Paul Bockelmann と共著） 







裁判官。1930年に、宮廷裁判所の裁判官。1933年の公務員法 （Die Gesetze 　











































ⅰ　マイヤー （Anna Meyer, 1882.7.27-1937.5.11）
1905年から、ベルリン大学で法律学を学んだ。1910年に、神経病になり、勉
学を中止した。1914年に、勉学を再開し、1917年に、ベルリン大学で学位をえ





ⅱ　モッセ （Martha Mosse, 1884.5.29-1977.9.2） 







den Erziehungsanspruch des Kindes, 1920）、法学博士の学位をえた。Berlin-
Schöneberg の区裁判所で 6か月の特別研修を認められ （ベルリンの宮廷裁判
所の長官の許可による） 、プロイセンの福祉省で、法律職についた。
































ⅴ　シュミットダマー （Anna Schmidtdammer, geb. Kottenhoff, 
67）　Göppinger, a.a.O. （前注54））, S.352 ; Röwekamp ① Leben, S. 267 ; Jens Dobler, Biografi e 
Martha Mosse （1884-1977） （www.lesbengeschichte.deによる。これは、レズビアン
の歴史 Lesbengeschichte のサイトである。Marthaは、1920年代には、Erna Sprenger 
とパートナーであったとされる）。父モッセについては、独法103 号35頁注9 参照。
68）　Röwekamp ① Leben, S.310.
次 のPetersenに つ い て は、Klee, Das Personenlexikon zum Dritten Reich 2003, 





























69）　Röwekamp ① Leben, S.364.







クラブ （Club deutscher Frauen）を設立した。1948年に、「女性の声」（Die 
Stimme der Frau） 誌を発刊した （のちに Für Sie）。1949年に、ドイツ女性の
















たのである70）。    
ナチスによる反動のあった 1933 年までに、Maria Otto, Anna Selo, Freiin 




























に合格し、1927年に学位をえた （Das Registerpfandrecht nach dem Entwurf 
eines Gesetzes betr. Einführung des Registerpfandrechts vom 30. Januar 
71）　Ib., S.25. ワイマール共和国の時代には、SPD による安定政権が続いたプロイセン
の地域が、女性解放に関してもっとも先進的な地域であった。
ドイツの公証人弁護士については、【専門家】155 頁以下参照。
72）　Röwekamp ① Leben, S.98. 
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⒟　コルデス （Maria Cordes, 1905.9.3-1993）
コルデスは、1905年にハンブルクで生まれた。父はプロテスタントの牧師で
あった。1926年から、ライプチッヒ大学で法律学を学び、1929年に、第一次国
家試験に合格、1931年に、ライプチッヒ大学で学位をえて （Die derogatorische 






公証人となっている。1951年からは、裁判官である （Ⅲ 3 ⑷ ⒝）。




デルベルク大学で学位を取得 （Höheres Interesse der Kunst im Sinne der 
Gewerbeordnung und der Nebengesetze, 1932）、ニューヨークの社会活動学
校 （New York School of Social Work） で学び、アメリカ、シカゴの少年裁判
所で実務研修をした。1934年に第二次国家試験に合格。アメリカに研究旅行を
し、1935年に、シルマッハー弁護士事務所の補助員となった。1938年に、外国
73）　Röwekamp ① Leben, S.65. 
次 の ⒟ Cordes に つ い て は、Ib., S.72.ま た、 ⒡Schirmacher に つ い て は、










法の規定がワイマール憲法128 条2 項に反することを述べている （RGZ 





















たのである。のちの憲法裁判所裁判官の Erna Scheffl  er は、1928年に、離婚し
たことで、裁判官となれたのである75）。ナチスの差別立法に先立って、すでに
不平等条項が存在したのである。















本法117条に関する報告を行った （3条2項の「男女は平等である。Männer und 
Frauen sind gleichberechtigt」に反する法律に関する）。1957年に、男女平等
法 （Gleichberechtigungsgesetz）が成立した。法律家のF.Haslacher との結婚で、
娘をえた。離婚し、1945年に、法律家のGeorg Scheffl  er と再婚した。1983年に、
ロンドンで亡くなった。ドイツ・アカデミカー連盟の会長をした76）。
75）　Ib., S.26. 近時、Hansen, Erna Scheffler （1893-1983）, Erste Richterine am 
Bundesverfassungsgericht und Wegbereiterin eine geschlechterergerechten 
Gesellschaft, 2019がある。
76）　顕彰記事がある。Würdigung JZ 1973, 605 （Zweigert）.追悼記事は、Nachruf JZ 
1983, 721（Heck Karl）。また、Die Juristinnen Deutschlands, 3.Aufl ., 1998, S.183 （Jaeger 
Renate）; DJB ① ,S.197ff .; Röwekamp① Leben, S.348 ; Lexikon, S.311f.
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Die Gleichberechtigung der Frau, 1951. 
Die Stellung der Frau in Familie und Gesellschaft im Wandel der 





































後までも残存した。そこで、Erna Scheffl  erは、1950年の38回のドイツ法曹大
会 （DJT, Frankfurt am Main） において、不平等と違憲の状態を指摘した。す
でに戦後2 回目の大会の時期であった （1 回目は、1949年のケルン大会であっ
た）78）。
Magdalene Schochは、ドイツで最初にハビリタチオンを取得した女性法律





































⑵　ショー （Magdalene Schoch, 1897.2.15-1987） 
ショーは、1897年にヴュルツブルクで生まれた。父は商人であった。ミュン
ヘン大学とヴュルツブルク大学で法律学を学び、1921年に、ヴュルツブルク大
学で学位をえた （Die Zwangsliquidation feindlicher Gesellschaften durch das 
englische Handelsamt, 1921）。指導教授は、Albrecht Mendelssohn Bartholdy 
であった。設立後間もないハンブルク大学で、Mendelssohnの助手となり、の
ち外国法、国際私法、訴訟法のゼミナールの補助員。1928年には、イギリスに
も留学した。1932年に、ハビリタチオンを取得 （Klagbarkeit, Prozessanspruch 










79）　Ministerium der Justiz, Rheinland-Pfl az, Justiz im Dritten Reich, Justizverwaltung, 
Rechtsprechung und Strafvollzug auf dem Gebiet des heutigen Landes Rheinland-
Pfl az, Teil 1, 1995, S.280ff .事実上の差別の例である。
80）　Röwekamp ① Leben, S.368 ; Zum Gedenken an Magdalene Schoch （hrsg. v. 
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85）　Röwekamp ① Leben, S.384.
86）　Röwekamp ① Leben, S.41. 
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Das Recht der Frau, 1925. 
Neues Eherecht, 1925. 





staatssozialistische Idee in der neuen Sozialdemokratie, 1923）。1924年に、第
一次国家試験に、1927年に、第二次国家試験に合格。弁護士となった。1933年
以降の状況は不明である。1961年に、交通事故で亡くなった87）。
⒟　シュミット （Aenne Kurowski-Schmitz, 1894.3.26-1968.11.13） 
シュミットは、1894年に、Sankt Toenis （Krefeld 近郊の） で生まれた。
1914年から、ミュンヘン大学で数学と自然科学を学んだ。1914年に、フライブ
ルク （ブライスガウ） 、ベルリン、ボンの各大学で法律学を学び、1919年に、





⒠　セルバス （Ilse Schmelzeisen-Servaes, geb. Servaes, 1894.10.18-?）
セルバスは、1894年に、コブレンツ近郊の Pfaff endorfで生まれた。キール、
フライブルク （ブライスガウ） の両大学で法律学を学び、1922年に、キール大
学で学位をえた （Die gegenwärtige Rechtslage des Inventars bei der 
landwirtschaftlichen Pacht unter besonderer Berücksichtigung der 
Geldentwertung, 1922）。1923年に、第一次国家試験、1927年に、第二次国家
試験に合格し、ベルリンで弁護士となった。1934年に、家族法、少年法、人口
政策上の法的問題、社会福祉法、保護法の委員会の委員。2 人の夫 （Waasと 
87）　Röwekamp ① Leben, S.302.




⒡　カッツ （Hanna Katz, 1895.10.23-1982.7.28） 
カッツは、1895年に、ユダヤ系の家庭に生まれた。1915年から、ベルリン大






















89）　Röwekamp ① Leben, S.362.
90）　Röwekamp ① Leben, S.168.
91）　Röwekamp ① Leben, S.420. 
92）　Röwekamp ① Leben, S.254.
132 獨協法学第113号（2020年12月）
346― ―
（Zivilrechtliche Untersuchungen über Pfl egekinderverhältnisse, 1924）。1925
年に、第二次国家試験に合格し、弁護士となった。1930年代の状況は不明であ
る。1967年に、亡くなった93）。




た。 ユ ダ ヤ 中 央 協 会 （Jüdischer Zentralverein） の 秘 書。1942年 に、
Theresienstadtの強制収容所に送られ、1944年に、アウシュビッツに移送され、
同年に、そこで亡くなった94）。
















93）　Röwekamp ① Leben, S.323.
94）　Göppinger, a.a.O. （前注54））, S.249.








に 合 格 し、1932年 に、 ケ ル ン 大 学 で 学 位 を え た （Die Bedeutung der 
Deliktsfähigkeit des Verletzten für die Verteidigung aus§ 254 BGB, 1932）。
1933年に、解雇。弁護士事務所に勤務。1935年に、パレスチナに亡命。1948年
に、イスラエルの司法省で秘書、1954年に、弁護士資格をえた97）。




and Naturalization Offi  ce）の理事、1949年に、難民問題を専門とする弁護士
となった。1996年に、アメリカの Sarasota で亡くなった98）。







⒫　シモンズ （Tula Huber-Simons, geb.Simons, 1905.3.3-2000.7.19）
ⅰ　シモンズは、1905年に、Meinigenで生まれた。父は、法律家で、
外務大臣、ライヒ大審院長であった。1925年に、ハイデルベルク大学で、歴史、
96）　Röwekamp ① Leben, S.17.
97）　Köbler, Wer war wer. これについて、【法律家の歴史】706 頁参照。
98）　Röwekamp ① Leben, S.207.





学位をえた（Der Aufbau der Kohlenwirtschaft nach dem Kohlenwirtschaftsgesetz 
vom 23. 3. 1919, 1930）。1933年に、第二次国家試験に合格。キール学派の法











ボンでは、Erich KaufmannとCarl Schmittに学び、とくに Carl Schmitt とは
長い親交があった。第一次国家試験に合格し、1926年には、ボン大学で、Carl 








同年、キール大学の正教授 （ほかのキール学派は、 Georg Dahm, Karl Larenz, 




Friedrich Schaffstein, Wolfgang Siebert など）。1937年に、ライプチッヒ大学
教授、1941年に、シュトラスブルク大学教授。1944年に、ライン東岸に逃亡し、
1944年に、ハイデルベルク大学で講義をもった。
敗戦後の 1945 年に、解雇された。家族は、妻の Tula Huber-Simonsが支えた。
シュヴァルツヴァルトの Neustadt の （ナチス） 検証委員会では、付和雷同者 
（Mitläufer ⑷）とされた。1950年の非ナチ手続でも同様とされた。1952年に、
Wieackerのあっせんにより、フライブルク大学で講義をもった。1955年に、














Rückblick auf ein bewegtes Leben, 1985. 
101）　Festschrift （hrsg. v. Forsthoff  /Weber /Wieacker）, 1973.追 悼 記 事 と し て、
Nachruf NJW 1991, 893 （Simon W.）; Würdigung FAZ 07. 06. 2003 （Stolleis）; Stolleis, 
M., Geschichte des öffentlichen Rechts in Deutschland, Bd. 3, Staats- und 
Verwaltungsrechtswissenschaft in Republik und Diktatur 1914-1945, 1999, 229, 280, 
347f.; Klee, Das Personenlexikon zum Dritten Reich, 2003, 272 ; Die Juristen der 
Universität Bonn （hrsg. v. Schmoeckel）, 2004, S.368.
102）　Röwekamp① Leben, S.13. 
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⒭　ノイマン （Hilde Neumann, geb. Rosenfeld, 1905.4.13-1959.9.11） 
ノイマンは、1905年に、ユダヤ系の家系に生まれた。父は弁護士であった 













な っ た （Master of Arts, MA）。 イ ギ リ ス の 情 報 部 （British Information 








ルベルク大学で学位をえて （Höheres Interesse der Kunst im Sinne der 

















休職 （区裁判官）。ルールの Mülheimの Thyssen商事会社の支配人となった 
（1972年まで）。1967年に、弁護士の許可をえて、Xantenで弁護士となった。
1996年に、亡くなった106）。










































108）　Röwekamp① Leben, S.88 ; Göppinger, a.a.O.（前注54））, S.276.
109）　Röwekamp① Leben, S.202.




Friede und Gerechtigkeit durch das Befreiungsgesetz? 1947. 








に視察官 （Inspektor）と位置づけられた。Helga Einsele は、第一次国家試験後、
1935年に、既婚女性として修習生にもなれなかった。学問的な補助作業者とし
て、望まない道に行かされた。その活躍は、戦後にもちこされた。
⒝　アインゼレ（Helga Einsele, geb. Hackmann, 1910.6.9-2005.2.13） 
彼女は、1910年に、ハレ近郊の Dölauで生まれた。プロテスタントであった。






ルク大学のラートブルフの下で学位（Das Frauengericht in New York, 1939）
をえて、第二次国家試験に合格した。夫婦とも職をえられず、オーストリアで
暮らした。









Heinemann の妻 Hilda Heinemannの後援があった。のちのフランクフルトの
検察官のバウアー （Fritz Max Bauer, 1903.7.16-1968.7.1）の下で働いたことも
ある。1969年に、人道主義協会から、フリッツ・バウアー賞を授与された。人





Das Verbrechen Verbrecher einzusperren, 1970. 
Einsele Helga/Feige Johannes/Müller-Dietz Heinz, Die Reform der 
lebenslangen Freiheitsstrafe, 1972. 
Anlaufstelle für straff ällig gewordene Frauen, 1980.
Frauen im Strafvollzug, 1982. 
Mein Leben mit Frauen in Haft, 1994.
⒞　ヴァルツ （Hanna Walz, geb. Kegel, 1918.11.28－1997.12.17）
ヴァルツは、1918年に、Templin/Uckermark  （北ブランデンブルク） で生
まれた。1937年に、チュービンゲン、ベルリンの各大学で法律学を学び、1948
年に、学位をえた （ルターに関する論文）。1954年に、フルダで、1958年に、ヘッ
113）　Streitbare Juristinnen,S.187. Rowekamp, Juristinnen, S.91; Nachruf NJW 
2005,1333 （Hassemer）.祝賀論文集もある。Schwimmen gegen den Strom um der 
Überzeugung willen （hrsg. v. Maelicke Bernd/Simmedinger Renate）, Festschrift, 
1990.追悼記事として、Nachruf NJW 2005, 1333 （Hassemer, Winfried）. Röwekamp 
① Leben, S.91. 
F.バウアーは、ナチス犯罪の追求で著名である。彼については、著名なテキストに
関する別稿で扱う。大学と法律家の歴史（下・2020年）567 頁。







⑵　ナチスの観念によれば、司法は、男性的なもの （Sache der Männer） と
される。そこで、裁判に女性を関与させることは、重大な不正 （Unrecht）で























































著名な者では、Marie Munkと Cläre Meyerが、裁判官職を解雇され、ベル
リンでは、Erna Scheffl  erも裁判官職を失った。Alice Prausnitz は、正式に公
職の任命をうけることができなかった。バイエルンでも、Margarete Berent
などは、弁護士の職を失った119）。








で亡くなった120）。O.プラウシュニッツ （Otto Karl Felix Wilhelm Prausnitz,改





118）　Göppinger（前注54））, S.94f.; DJB①, S.31f.人によっては、1933年に、弁護士の半分近
くは、ユダヤ人あるいはその関係者であったといわれる （Göppinger, S.90 ; Gruchmann, 
S.157f.）ことから、その排除は、司法の性質を根本的に変えるものであった。
119）　DJB ①, S.32.
120）　Röwekamp① Leben, S.307.な お、1945年 ま で に 死 亡 し た 者 の リ ス ト は、
Göppinger（前注54））, S.219ff .  女性法律家の記録は、必ずしも十分ではない。自殺者は、













中心は、弁護士の Hildegard Gethmann のほか6 人であった。連邦共和国 （西
ドイツ） 成立後には、女性法律家協会も発足した122）。      









⒝　メゼリッツ （Margarete Meseritz-Edelheim, 1891.9.18- 1975.5.26）
メゼリッツは、1891年に生まれた。1913年に、エルランゲン大学で学位をえ
121）　追悼記事として、Nachruf NJW 1989, 2043 （Sedemund-Treiber Antje）. 顕彰記事
は、Juristinnen in Deutschland 1998, 207 （Lieber Dorotea）. DJB ① .S.219ff.; 
Röwekamp① Leben, S.116.
122）　DJB ①, S.35. 
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学で、学位をえた （Der örtlich beschränkte Besitzstand an einer 
Warenausstattung, 1940）。1938年に、第二次国家試験に合格。1946年に、弁
護士の許可をえた。フライブルクの弁護士事務所 （Kanzlei Plum Freiburg）
の弁護士。西ドイツで最初の女性の弁護士会長となった。1994年に、フライブ
ルク （ブライスガウ） で亡くなった125）。
123）　DJB ①, S.33, 再婚の夫 Paul Mühsam （1876.7.17-1960.3.11）は、ブランデンブルク
でユダヤ系の家系に生まれ、文筆家の Erich Mühsam の従兄弟であった。フライブ
ルク（ブライスガウ）、ミュンヘン、ライプチッヒ、ベルリンの各大学で法律学を学び、
1905年に、Görlitz で弁護士となった。1920年に、公証人。1933年に、パレスチナに
亡命し、文筆家となり、1960年に、エルサレムで亡くなった。Tao - Der Sinn des 









































1237人であった （最高検に119 人、県に336 人、区に782 人） 、弁護士は592 
人 （弁護団 Kollegienに572 人、個人で20人） で、公証人が453 人であった127）。
もっとも、イデオロギーの変更や審査のために、統一時に引退する者も多かっ
た。　
































⒟　ベンヤミン （Hilde Benjamin, geb.Lange, 1902.2.5-1989.4.18）
彼女は、1902年に、Bernburg （a.d.Saale）で生まれた。法律学を学んだ時か
ら、社会主義学生連盟に加わった。法学を学んだ後、1926年に、医師で共産党






の裁判長となった。厳格な判決のため、赤いヒルデ （rote Hilde） の異名をとっ





















130）　Ib., S.58f.  Benjamin については、Röwekamp① Leben, S.28ff . 簡単に【法実務家】
271 頁、277 頁。




殺（他殺説もある）。DBE 1 （1995）, 423 ; GND: 118509039.
131）　戦後司法とナチスとの関係の再検証については、すでに別稿で簡単にふれたこと




⒜　リューデルス （Marie-Elisabeth Lüders, 1878.6.25-1966.3.23）
彼女は、1878年に、ベルリンで生まれた。父 Philipp Ernst Lüdersは、プロ
イセンの政府顧問官であり、農業改革者であった。彼女は、ヘッセンの女学校






















Görtemaker und Saff ering （hrsg.）, Die Rosenburg, Das Bundesministerium der Justiz 
und die NS-Vergangenheit- eine Bestandsaufnahme, 2013.一橋法学12巻3 号105 頁およ
びその注 69 をも参照。Vgl. BMJ, Einsetzung einer unabhängigen wissenschaftlichen 





Volksdienst der Frau, 1937. 
Als Abgeordnete in Bonn, Politische Studien, 1963 （152）, S.692ff . などが
ある。
⒝　ハール （Margarete Harr, 1895.7.17-1937.7.5） 
ハールは、1895年に、Siegenで生まれた。父は、銀行の頭取であった。1920
年から、ミュンスター、マールブルクの両大学で法律学を学び、1924年に、第
一次国家試験、同年にマールブルク大学で学位をえて （Die wesentliche 
Verbindung von Bestandteilen und die Art ihrer Begründung, 1925.未公刊）、
1929年に、第二次国家試験に合格。1932年に、補助裁判官、1933年に弁護士と
なった。1937年に、亡くなった133）。















132）　DJB ①, S.191ff .; Röwekamp① Leben, S. 235.



























される。女権運動にも尽くした。ドイツ女性連盟 （Deutsche Juristinnenbund） 
のメンバーである。1986年、カッセルで亡くなった135）。1956年に、連邦の功労
勲章をうけた。
135）　DJB①, S.203ff .; Nachruf NJW 1986, 2301 （Ley Richard）; Streitbare Juristen 1988, 




⒠　クルメ （Elisabeth Krumme, 1897.10.6-1984.2.11）　　　
クルメは、1897年に、生まれた。1923年に、裁判官となった。1929年に、エッ
センのラント裁判所の裁判官。1948年に、ハムの高裁（OLG）の裁判官、ケ














た。1949年に、ドイツ女性の環 （Deutscher Frauenring） の会長、1959年に、ニー
ダーザクセン州の次官（連邦への州代表）となった。1973年に、ハノーバーで
亡くなった137）。





格、1927年に、エルランゲン大学で学位をえた（ 指導教授は Bernhard 
136）　Röwekamp① Leben, S.214 ; Lexikon, S.189f.
137）　DJB①, S.209ff .; Röwekamp① Leben, 24 ; Juristinnen in Deutschland 1998, 197 
（Fels Orla-Maria, Bähnischの娘である）. Lexikon, S.36.
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Küblerで、論文は Das Registerpfandrecht nach dem Entwurf eines Gesetzes 
















（Fremdwährungsklauseln nach deutschem Schuldrecht）。1932年まで、フラ

























⒦　ヘルドリッチ （Marie-Luise Eberth-Heldrich, geb. Biergans, 1903.1.24-
1995.2.28）








⒧　フォーグル （Annie Vogl, 1903.6.22-1964.8.20）　
フォーグルは、1903年に、ベーメンの Plan bei Tachauで生まれた。プラハ
大学で法律学を学び、学位をえて、裁判官となった。心理学と教育学を学んだ。
1938年に、解雇された。Reichenberg の女性のための社会・教育職の施設の創
140）　DJB①, S. 213ff ., Röwekamp① Leben, S.391. 







⒨　ヨルク （Marion Gräfin Yorck von Wartenburg, 1904.6.4- ?）
ヨルクは、1904年に、ベルリンで生まれた （Berlin-Grunewald）。父は、上
級政府顧問官であった。1923年から、ベルリン大学で法律学を学び、1927年に、
第一次国家試験に合格、1928年に、ブレスラウ大学で学位をえた （Gehört der 
Tarifvertrag ins öff entliche Recht? 1928）。1944年に、逮捕された。
1945年に、ベルリンの社会局の部門長となった。1947年に、第二次国家試験
に合格。Moabitの刑事裁判所の裁判官となった。夫 （Peter Graf Yorck von 
Wartenburg）も法律家である144）。著書に、Die Stärke der Stille, 1998 がある。




Anerkennung ausländischer Staatsakte, 1933. 未公刊）。1945年に、マールブ
ルクで区裁判官となった。1995年に、Goslarで亡くなった145）。
⒪　コルデス （Maria Cordes, 1905.9.3-1993）
コルデスは、1905年に、ハンブルクで生まれた。父は、プロテスタントの牧
師であった。1926年から、ライプチッヒ大学で法律学を学んだ。1929年に、第
一次国家試験に合格、1931年に学位をえて （Die derogatorische Kraft des 

























Empfi ehlt es sich Gründe und Folgen der Ehescheidung neu zu regeln? 
1970. 



































⒞　クリューガー （Gerda Krüger-Nieland, 1910.6.22-2000.9.23）　　
クリューガー・ニーラントは、1910年に、ブレーメンで生まれた。父は、裁
判官であった。ライプチッヒ大学で法律学を学び、1933年に、第一次国家試験、











 25 Jahre Bundesgerichtshof am 1. Oktober 1975 （hrsg.）, 1975.
⒟　ルップ・フォン・ブリュネック （Emmi Agathe Karola Margarete 













Die Verfassung des Landes Hessen, 1954. 






152）　Röwekamp① Leben, S.211; Würdigung GRUR 1980, 511 （Oppenhoff Walter）; 
Nachruf NJW 2001, 206 （Erdmann Willi）.
















では、二人目の女性裁判官であり （最初は、Monika Schwarz） 、女性裁判長
である155）。









154）　祝賀論文集がある。Festschrift für Marie Luise Hilger und Hermann Stumpf 
（hrsg. v. Dieterich Thomas/Gamillscheg Franz/Wiedemann Herbert） 1983. 顕彰記
事として、 Würdigung RdA 1992, 334 （Gamillscheg Franz）, Arbeit und Recht 1997, 
72 （Dieterich Thomas）; Röwekamp  ① Leben Juristinnen, 2005, S.137.
155）　Köbler, Wer war wer（前注97）参照）。
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業 績 と し て、Sie heiratet ja doch. Ehe und soziale Sicherheit der Frau 







157）　DJB①, S.235ff . 
158）　Köbler, Wer war wer （前注97）参照）による。Helene Deutsch （1884.10.9-1982.3.29）











Tagebuch einer Staatsanwältin, 1979, 4. A. 1979.
Simon, 1980, 2. A. 1981.
Aus allen Ländern der Erde, 1982. 
Und er sprach zu den Richtern: Sehet zu was ihr tut, 1983.
Der Kompass meines Herzens, 1984. 
Begegnungen mit Israel, 1984. 
Die Gehilfen - NS-Verbrechen und die Justiz nach 1945, 1988.
Der fehlende Registrierschein 1986. 





















⒩　ツヴァイアー （Marianne Zweier, 1931.6.8-2008.6.29）
ツヴァイアーは、1931年に生まれた。法律学を学び、第一次国家試験、第二
次国家試験に合格。1959年に、ミュンヘン大学で学位をえて （Untersuchungen 
über die Vortat der Begünstigung, 1959）、バイエルンの司法職についた。バ
イエルン最高裁の裁判官となった （Bayerisches Oberstes Landesgericht）。
2008年に、亡くなった163）。
⒪　リムバッハ （Jutta Limbach, geb.Ryneck, 1934.3.27-2016.9.10） 　　
リムバッハは、1934年に、ベリルンで生まれた。祖母の Elfriede Ryneckは、
ワイマール共和国の国民議会とライヒ議会で、SPD の議員であった。父の




由大学の法律学の研究員 （akademische Rätin）、1966年に、法社会学者の 
Ernst Eduard Hirschの下で、合同会社の論文で博士の学位をえた （Theorie 
und Wirklichkeit der GmbH, =Die empirischen Normaltypen der GmbH und 
ihr Verhältnis zum Postulat von Herrschaft und Haftung, Duncker & 
Humblot, 1966）。法律家の Peter Limbachと結婚し、1970年に、Benjamin 
Limbach （のちにノルトライン・ヴェストファーレン州の法律専門大学長、同
州の法曹教育の中央局の長） を産んだ。1971年に、ハビリタチオンを取得した。
161）　顕彰記事がある。Würdigung NJW 11/2007, ⅩⅧ. 
162）　DJB①, S.241ff .



















Gemeinsame Sorge geschiederner Eltern, 1988.
Familie ohne Ehe （hrsg.）, 1988. 
Der aufhaltsame Aufstieg der Frauen in der Wissenschaft, 2.A., 1995.
Die deutschen Verfassungen （hrsg.Limbach, Roman, Dieter）, 1999. 
Im Namen des Volkes -Macht und Verantwortung der Richter, 1999. 
Das Bundesverfassungsgericht, 2001.




チ ュ ー ビ ン ゲ ン 大 学 で 学 位 を 取 得 し （Der Grenzbereich zwischen 
Bankrottdelikten und unternehmerischen Fehlentscheidungen, 1977）、1982年に、
164）　Köbler/Peters, Who's who im deutschen recht, 2003, S.411 ; Deckenbach, Jutta 
Limbach: eine Biografi e. Droste, 2003. 
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Mittlerfunktion der Präjudizien, 1986.　　　　　　
Zweites Gesetz zur Bekämpfung der Wirtschaftskriminalität, 1987.
Kernwissen Strafprozessrecht, 1995, 2. A. 1995, 3. A. 1999. 
Strafprozessrecht in aller Kürze, 1997, 2. A. 1999. 
Strafrecht Allgemeiner Teil in aller Kürze, 1997, 2. A. 1998, 3. A. 2000. 














165）　祝賀論文集 Freiheit und Verantwortung in schwieriger Zeit, Festgabe, （hrsg. v. 
Duttge Gunnar） 1998, 追悼論文集 Gedächtnisschrift （hrsg. v. Duttge Gunnar）, 2002.
がある。追悼記事として、Nachruf NJW 2000, 3335 （Zieschang Frank）.
166）　Köbler, Wer war wer（前注97）参照）。Johanna Kirchmann （1889-1944）について
















⒯　ヴェスラウ （Edda Weßlau, 1956.9.9-2014.4.12）
彼女は、1956年に、ニーダーザクセン東部の Wolfsburgで生まれた。1977年
から、ハンブルク大学で法律学を学び、 Gerhard Fezerの下で、刑法と刑事学
の共同研究員となった。Demokratie und Recht （DuR）の編集に携わり （この
雑誌には、SPDのFrank-Walter Steinmeier（現大統領）とBrigitte Zypriesも携




（Zentrums für Europäische Rechtspolitik, ZERP） の所長。2014年に、ブレー
メンで亡くなった169）。
167）　顕彰記事として、Würdigung NJW 1999, 1840 （Limbach Jutta）; Zeitschrift für 
das gesamte Familienrecht 1999, 909 （Schwab Dieter）; DJB①. S. 245 ff .
168）　Köbler, Wer war wer（前注97）参照）。また、Sophie Reinecke （1745-1788） につ




（Jens von Wedel と共著） Ein Toter von Amts wegen?: Die Verstrickung 
des Verfassungsschutzes in den Mordfall Ulrich Schmücker. Initiative für 
einen neuen Schmücker-Prozess, 1980 u.1981.
Vorfeldermittlungen - Probleme der Legalisierung ,,vorbeugender 
Verbrechensbekämpfung “ aus strafprozessrechtlicher Sicht, 1989.  （学位
論文） 
Das Konsensprinzip im Strafverfahren - Leitidee für eine Gesamtreform?, 
2002, ; 2. Aufl . 2003.
⒰　ブムケ （Ulrike Bumke, 1958.2.11-2016.2.20）　　　　　　　　
ブムケは、1958年に生まれた。法律学を学び、1995年に学位をえた （Die 





⒜　ハックス （Susanne Hacks, ca.1930-?） 
ハックスは、1930年ごろ生まれた。1973年に、ドイツ自動車クラブ （ADAC） 
の弁護士。 
Hacks Susannne/Ring Ameli/Ring Peter, Schmerzensgeld-Beträge, 1. A. 
1957, 22. A. 2004, 25. A. 2007. 
Hacks Susanne/Wellner Wolfgang/Häcker Frank, Schmerzensgeld-
Beträge 32. A. 2014.
⒝　フラーメ （Marlies Vowinckel, geb.Flamme, ca.1938-2009.3.9）
1938年ごろ生まれ、2009年に、フランクフルト （マイン） で亡くなった。
⒞　ヒンリヒセン （Silke Hinrichsen, 1957.2.5-2012.3.8）
ヒンリヒセンは、1957年に、フレンスブルクで生まれた。1976年から、コペ

























virgo docta  （学 識 あ る 女 性） の 名 を う け た。1524年 か ら28年 に、
Denkwürdigkeiten （記憶に値すること） をまとめた。宗教改革 （1517年から） 












哲 学、 文 学 を 学 ん だ。 早 く か ら 聡 明 で、15歳 で、 キ ケ ロ の Paradoxa 
Stoicorum を講じることができた。ローマの異端審問所に対して、プロテスタ
ントの告白をしたことから、フェラーラの宮廷を追われた。1550年に、ドイツ












172）　Lexikon, S.281f.中世の著名な女性については、Shahar，Die Frau im Mittelalter 






























二郎「二人のドロテーア」一橋論叢123 巻4 号 635頁以下参照。
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年長の歴史家 Otto Hintzeと結婚した。1923年に、学位をえて （学位指導は、
F.Meinecke） 、1928年に、歴史学の領域でハビリタチオンを取得した最初の女











Friedrich Kessler （1901-1998） は妻がユダヤ系のことから、1934年に、アメ
リカに亡命した。亡命法学者には、こうした近親者の出自を理由とするものも
ある（独法109 号102 頁）。























Untersuchung der Ursachen, die das weibliche Geschlecht vom Studien 




験の受験を許すよう手紙を送った。1 年後、Friedrich 2 世 （大王） は、女性の
受験を認めた。しかし、彼女は、牧師で、5 人の子持ちの Johann Christian 
Erxlebenと結婚した。家事のほかに、医学の勉学をし、多くの患者からも医
学上の意見を求められた。しかし、地域の医師の反感をかい、彼らは、彼女を
告訴した。1754年に、博士論文 （Academische Abhandlung von der gar zu 






178）　Lexikon, S.100f.前注175）参照。簡単には、Hirsch, Erxleben, Dorothea, ADB 6 




る別稿でもふれた。独法105号63頁以下。 Gundlach, Catalogus professorum academiae 
Marburgensis, 1927, S.117 （188 Erxleben）.また、同名のエルクスレーベンが2 人いる 
（②③）。
① Johann Heinrich Christian Erxleben（1753.4.14-1811.4.19）は、1753年に、









で亡くなった。Aemilius Ludwig Hombergk zu Vach （181）の義理の息子にあたる。
パンデクテン、刑法、刑訴法、教会法、夫婦法、民訴法などを講じた （vgl. 
Steffenhagen, Erxleben, Johann Heinrich Christian, ADB 6 （1877）, S.335 ;  DBA 
292,253ff .; DBI 1, 507a）。以下の著作がある。Dissertatio inauguralis de eo quod iuris 
est circa fictam possessionem maxime,1778 ; Principia de iure pignorum et 
hypothecarum, 1779 ; Erläuterung der Frage - in wie fern die Gelegenheit zum 
Verbrechen die Strafe desselben mildere? 1779.
② Julius Karl Albrecht Otto Erxleben （1814-1887） は、1814年に、Schnepfenthal 
で生まれた。ゲッチンゲン大学で私講師、1841年に、チューリヒ大学の正教授、
1854年に、ロシュトックの高裁判事、高裁の部長もした。1887年に、ロシュトック
で 亡 く な っ た。 著 書 に De contractuum innominatorum indole, 1835 ; Über die 
condictiones sine causa, 1850f.; Lehrbuch des römischen Rechts, 1854 などがある 
（vgl.Stintzing/Landsberg, Geschichte der deutschen Rechtswissenschaft Abt. 3, 
Halbband 2 Noten 1910, 319）。
③ Carl Erxleben （1814.11.10-1884.6.7）は、1814年に、エルベ河畔の Lauenburgで
生まれた1833年からゲッチンゲン、ベルリンの各大学で法律学を学び、Berlin, 






⑶　レギーナ・シーボルト （Regina Josepha von, geb.Henning, Siebold, 
1771.12.14-1849.2.28） 母
彼女は、1771年に、Geismar で生まれた。政府顧問官の G.Heilandと結婚し、




学から博士号 （honoriae artis obstetriciae）をうけた。彼女の博士申請は、医
学部内に大きな議論をひきおこした。女性として博士をうけた最初は、
Dorothea Erxleben で、彼女は2 番目であった。彼女は、多くの侯家でも働き、
コーブルクのケント公妃 （のちのヴィクトリア女王 （1819-1901）の母） の出産
にも加わった。軍医少佐の A.Heidenreichと結婚した。死の直前まで、
Darmstadt で働き、1849年に、Darmstadt で亡くなった179）。
⑷　ハイデンライヒ・シーボルト （Henriette Charlotte Theresia, geb.
Heiland, Heidenreich von Siebold, 1788.9.12-1859.7.8） 娘
彼 女 は、1788年 に、Heilingenstadt （im Eichsfeld） で 生 ま れ た。Regina 
v.Sieboldの娘である。母と義父の Johann Theodor Damianの両親によって、
17歳から助産の教育をうけた。1811年から、ゲッチンゲン大学の講義をきき、
1814年に、ダルムシュタットの大公医療教授団から、独立して助産をする許可
を え た。1817年 に、 ギ ー セ ン 大 学 か ら、Über eine Schwangerschaft 
außerhalb der Gebärmutter und über eine Bauchhöhlenschwangerschaft 
insbesondere で、博士号をうけた。1859年に、Darmstadt で亡くなった180）。


















































同じFDP の Klaus Kinkel であった （その後外相）。2013年、メルケル大連立
政権の成立に伴い、後任は、Heiko Maasとなった （SPD）183）。
⑵　Herta Däubler-Gmelin （1943.8.12-　） 
ドイブラー・グメリンは、1943年に、Presseburg/Bratislave で生まれた。
Apartments, 2010, S.21.
183）　Köbler und Peters, Who's who, a.a.O. （前注164））, S.408. キンケルは、ドイツ債務
法現代化法の1992年草案時の司法相である。Vgl.Abschlußbericht der Kommission 
zur Überarbeitung des Schuldrechts, 1992 の Vorwortは、キンケルが書いている。
92 ① 96 98 ② 2002 ③ 09 ① 13 ④ 2018
L-S L-SDäubler-Gmelin Zypries
（2013 から Heiko Maas）
⑤ 2019










Bildungsurlaub für Arbeitnehmer, 1974.
Müllerとの共著で、Wir sind auch noch da, 1985.
Zachert/Elitz との共著で、Gegen Gewalt und Rechtsextremismus- aber 
wie, 1994.
Speck との共著で、Sexueller Missbrauch, 1997などがある。


















で学位をえた （Kommunalwahlrecht für Unionsbürger nach Einführung des 







⑸　Christine Lambrecht （1965.6.19-  ）
ランブレヒトは、1965年に、マンハイムで生まれた。マンハイム大学とマイ
ンツ大学で法律学を学び、1992年に、第一次国家試験、1995年に、第二次国家
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